
高能率水田除草機
等の物理的防除回
数を減らすため、
総合防除の導入を
検討。

12 高畠町（山形県）R５開始

キーワード 学校給食

実施体制 高畠町、JA山形おきたま、有機農業生産者団体
町内商工業関係者、高畠町教育委員会 等

面積情報 有機農業取組面積：98ha 耕地面積に占める割合：2.6％

成果目標

有機農業の取組面積の拡大（水稲） R４年度 ８７ha → R10年度 ９１ ha

有機農産物の販売数量の拡大 R４年度 ４１４ｔ→ R10年度 ４２３ｔ

有機農業に取り組む農業者数の増加 R４年度 ５３⼈ → R10年度 ５５ ⼈

有機農業を拡大していく上での課題

課題に対する取組のポイント・成果

主な取組内容

１

２

３

４

拡大をはばむ雑草の紹介

【取組による定量的な成果】

給食導入回数 R3：１回 → R5：３回

▲有機米のほか、有機栽培の枝
豆を小中学校給食へ提供

▲町内産の有機農産物を集め
た地産地消マルシェ

▲田植え後に
発生したコナギ

①⽣産
・水稲における抑草技術の研究や研修会の開催
・有機栽培による畑作の振興（今後実施予定）

②加⼯・流通
・消費者が町内産有機農産物を入手できるよう、生産者や事業者と
地域内認証の実施検討（今後実施予定）

・飲食店等における有機農産物の活用の促進（今後実施予定）

③消費
・学校給食等における有機農産物の活用の促進
・有機農業をテーマにした農産物直売イベントの開催
・有機農業をテーマにした講演会の開催

・コナギ（５月～６月）
【対策】
寒冷地における抑草技
術を研究

（１）生産関連の取組
①除草省力技術の研究

（２）消費関連の取組
①学校給食等における有機農産物の活用の促進
②有機農業をテーマにした農産物直売イベントの開催
③有機農業をテーマにした講演会の開催

農業者の高齢化や後継者不足等により、有機栽培面積は
平成２１年をピークに減少傾向にある。雑草対策等に係
る負担が大きいことや地域内での消費・流通が限定的で
ある。

▲除草技術に関する
現地研修会

ポイントとなる導入技術

14

（令和３年度時点）

～主な品目～

水稲

たかはたまち
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